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はじめに 
  

 い ま や「第 ４ 次 産 業革 命 」「 ソ サエ テ ィ５ ．０ 」の 時 代 と いわ れ 、Ｉｏ

Ｔ が あ ら ゆる 製 品 を ネッ ト で つな ぎ 、 Ａ Ｉ が 製 品 のス マ ー ト 化を し よう

と し て い る。 Ａ Ｉ （ 人工 知 能 ）の 技 術 は 、こ れ ま での よ う な 単純 な 計算

機型 の コ ンピ ュ ー タ の使 い 方 では な く 、 人間 の 脳 を模 し た 「 ニュ ー ラル

ネ ッ ト 」 模 型 の 構 造 と、 自 分 で学 習 す る シス テ ム 「マ シ ン ラ ーニ ン グ＋

デ ィ ー プ ラー ニ ン グ 」へ の 転 換（ 特 に 今 回の 第 ３ 次ブ ー ム ） によ り 、巨

大 な 技 術 的 ブ レ ー ク スル ー を 成し 遂 げ 、 多く の 分 野で 単 一 機 能で は ある

が人 間 の 能力 を 超 え つつ あ る 。元 々 、 検 索企 業 の グー グ ル が ネッ ト 空間

で の 膨 大 なビ ッ グ デ ータ 解 析 のた め 構 築 した Ａ Ｉ が 、2012 年 に高 精 度 な

画 像 認 識 をす る に 至 り、 今 や 多く の 仕 事 にＡ Ｉ が 活用 さ れ 始 め て い る。  

 

 経 済 や 社会 の 広 い 文脈 で 、イ ノ ベー シ ョン 論 で いう「Ｇ Ｐ Ｔ（ General 

Purpose Technology）」 と いう 言 葉 が、 重要 と な って い る 。 ＧＰ Ｔ と は、

日 本 語 で は「 汎 用 目 的技 術 」 とい う も の で、 あ ら ゆる 社 会 ・ 経済 ・ 経営

問 題 の 解 決や シ ス テ ムの 開 発 に利 用 可 能 な技 術 の 総称 と い え るが 、 現在

の Ａ Ｉ は まさ に そ の 「本 命 」 とい え る も ので あ る 。  

 ま た 、 雇用 の 面 で も、 Ａ Ｉ は始 め て の 本格 的 な 知的 装 置 で ある た め、

こ れ ま で 自動 化 で き なか っ た ホワ イ ト カ ラー 職 、 専門 職 業 務 にも 入 りこ

む の で 、 これ か ら は 、ど の 職 業に 進 む に つい て も ＡＩ 利 活 用 の知 識 や、

ＡＩ と 協 働す る 技 能 がな け れ ば高 度 な 仕 事は で き ない と い わ れて い る。  

 Ａ Ｉ は 、今 の 「 第 ３次 ブ ー ム世 代 」 の 段階 に 至 り 、 単 一 機 能 で は ある

が人 間 に 匹敵 す る 真 に実 用 的 な能 力 を 発 揮で き る よう に な っ たと い え る。
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こ の Ａ Ｉ を経 済 ・ 経 営・ 社 会 のす べ て の 分野 で 、 さら に 全 面 的に 導 入・

応 用 す る こと が 加 速 して お り 、あ ら ゆ る 面で 、 地 球的 規 模 の 大き な 変革

が お こ っ てい る の で ある 。  

 

 こ の よ うに 、 Ａ Ｉ は、 我 々 のあ ら ゆ る 産業 ・ 社 会・ 生 活 を 変革 し つつ

あ る 技 術 であ る の で 、わ ず か の期 間 の 間 に膨 大 な 数の Ａ Ｉ 関 連書 が 刊行

さ れ つ つ あり 、 Ａ Ｉ に関 係 す る情 報 が 急 速に 増 大 し、 世 の 中 にあ ふ れる

よ う に な って い る 。  

 そ こ で 本 書 は 、一 面 で 、で き る だ け わ か り や す く Ａ Ｉ の 基 礎 と 応 用 を

論 じ る こ と が テ ー マ の １ つ で は あ る が 、あ え て 、Ａ Ｉ に 関 す る 視 点 と し

て 、こ れ ま で よ り も 、Ａ Ｉ の 背 後 に あ る 歴 史・原 理・特 性 に つ い て 、そ

し て 、現 在 、こ れ か ら の ２ １ 世 紀 と い う 時 代 が な ぜ Ａ Ｉ を 必 要 と し 、Ａ

Ｉ な し で は な り た た な い の か と い う 点 に つ い て 、そ し て 、Ａ Ｉ を 実 際 に

社 会・経 済・ビ ジ ネ ス の 現 場 で 使 う こ と を 考 え た 場 合 の こ れ ま で に な い

有 利 さ 、強 力 さ 、そ し て 課 題 な ど を 、掘 り 下 げ よ う と 試 み た 。それ に よ

り 、Ａ Ｉと い う 人類 の歴 史 上 最大 級 の 発 明が も つ 意味 が 、よ り理 解 で き、

よ り よ く 活用 し 、 人 類の 文 明 を豊 か に す るこ と が でき る と と もに 、 一方

で 、 今 後 でて く る で あろ う 幾 多の 課 題 に 、よ り よ く 取 り 組 む こと が （解

決 と ま で もい か な い まで も ） でき る よ う にな る の では な い か 、と 考 える

か ら で あ る。  

 

   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

 

 そ こ で 、第 Ⅰ 部「 Ａ Ｉ と は な に か ？ 」で は 、あ え て 、Ａ Ｉ の 人 間 の 歴

史 の 中 で の 重 大 性 に 鑑 み 、こ の Ａ Ｉ 技 術 の 意 味 を 、そ の 誕 生 の 瞬 間 、経

緯 に 遡 っ て 考 え る こ と か ら 始 め 、Ａ Ｉ の 誕 生 ま で の 文 化 論 的 意 味 、Ａ Ｉ

の も つ 原 理 を 説 明 し 、Ａ Ｉ を 、実 際 に 手 を 動 か し て 体 験 し て も ら う こ と

か ら 始 め る 。 そ れ に よ り 、 Ａ Ｉ の 本 質 、 特 別 な 性 格 、 有 用 な 応 用 方 向 、

そ の 持 つ 課 題 な ど が か え っ て 浮 き 彫 り と な る と 思 わ れ る か ら で あ る 。  

 ま ず 第 １章 で 、 草 創期 よ り コン ピ ュ ー タ業 界 で のＡ Ｉ 開 発 の現 場 に関
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わ り 、 上 記の よ う に 2010 年代 ご ろ よ り本 命 と なっ た Ａ Ｉ 第３ 次 ブ ーム

の 立 役 者 の１ つ で あ る グ ー グ ル の 現 場 で ＡＩ 誕 生 の前 後 ま で を目 撃 した

編 者 が 、 アメ リ カ に おい て ミ ニコ ン か ら 出発 し た ＯＳ （ 基 本 ソフ ト ）や

ＡＩ の 研 究、 ア メ リ カに お け るＩ Ｔ 業 界 の展 開 の 経緯 、 ソ フ トウ ェ アや

基 本 シ ス テム の 系 譜 、ア メ リ カ企 業 の 特 性 な ど を 説明 し 、 Ａ Ｉに 関 する

今 後 の 日 本の 方 向 性 など に つ いて 概 観 す る。  

 続 い て 第２ 章 で は 、Ａ Ｉ をテ ク ノ ロジ ー文 化 論 から 説 き 明 かす 。ま ず 、

コ ン ピ ュ ータ 以 前 の ＡＩ の ル ーツ 、 自 動 人形 や 自 動機 械 な ど への 人 間の

期 待 か ら 始ま り 、 論 理主 義 か らチ ュ ー リ ング マ シ ン・ チ ュ ー リン グ テス

ト 、ノ イマ ン 型 の現 在の コ ン ピュ ー タ へ とい た る 系譜 を た ど る。そ して 、

本 書 全 般 で引 用 さ れ るダ ー ト マス 会 議 、 オン ラ イ ンシ ス テ ム 、パ ー ソナ

ル 端 末 な ど、 ２ ０ 世 紀後 半 に なり 加 速 化 ・本 格 化 した コ ン ピ ュー タ 開発

に つ い て 説明 し 、最 後に 、未来 を 予 言す るテ ク ニ ウム 論 な ど を紹 介 す る。  

 第 ３ 章 では 、 Ａ Ｉ の原 理 を 説明 す る 。 ＡＩ と 、 ＡＩ の 関 連 概 念 と して

の 「 機 械 学習 」「デ ータ マ イ ニン グ 」「 ニュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ーク 」 の 間の

関 係 を 説 明し 、「分 類問 題 」 と「 回 帰 問 題」 の 違 いを 説 明 す る。 つ ぎ に、

Ａ Ｉ の 歴 史 で エ ポ ッ クメ ー キ ング な 出 来 事と な っ たト ロ ン ト 大学 の 画像

認 識 コ ン テス ト で の 優勝 な ど につ い て 説 明し 、 デ ィー プ ラ ー ニン グ の原

理 と し て 、 人 工 的 に つく る ニ ュー ロ ン の メカ ニ ズ ム、 よ り 良 い判 断 のた

め に そ の ニュ ー ロ ン が学 習 す るメ カ ニ ズ ムに つ い て説 明 す る 。最 後 に実

務 で 使 う ため の 注 意 を総 括 す る。  

 こ の よ うに 従 来 の 計算 手 法 から み て 独 特の 新 し い手 法 で あ るＡ Ｉ を理

解 す る た めに は 、 抽 象論 だ け でな く 実 際 に分 析 を して み る こ とが 重 要で

あ る 。 ま た、 Ａ Ｉ は 、こ れ ま での デ ー タ サイ エ ン スの 方 法 で ある 単 純な

回 帰 分 析 （直 線 で 判 断） よ り は、 は る か に複 雑 で 巧妙 な 判 断 を下 せ るよ

う に な っ てい る。そ こで 第 ４ 章で は、具 体的 な Ａ Ｉソ フ ト を 用い て 、「 Ａ

Ｉ が 従 来 手法 と ほ ぼ 同レ ベ ル の成 績 と な る問 題 」「 Ａ Ｉが 従 来 手法 よ り優

れ る 問 題」「従 来 手 法で は で きな い 三 日 月型 問 題・文 字判 別 問題 」の４ つ

の問 題 に つい て わ か りや す く 説明 す る 。  
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   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

 

 第 Ⅱ 部「 Ａ Ｉ に よ る ビ ジ ネ ス 革 命 」で は 、現 在 、こ れ か ら の ２ １ 世 紀

と い う 時 代 の ビ ジ ネ ス が な ぜ Ａ Ｉ を 必 要 と し 、Ａ Ｉ な し で は な り た た な

く な る の か と い う 点 に つ い て 、そ し て 、Ａ Ｉ を 実 際 に ビ ジ ネ ス の 現 場 で

使 う こ と を 考 え た 場 合 の こ れ ま で に な い 有 利 さ 、強 力 さ 、そ し て 課 題 に

つ い て 、 説 明 す る 。  

 ま ず 、 第５ 章 で は 、ビ ジ ネ スへ の 応 用 の前 提 と して 、 Ｉ Ｃ Ｔの 寵 児と

し て 出 現 した Ａ Ｉ に つい て の 経済 学 的 考 察を お こ なう 。 ま ず 、ビ ッ グデ

ー タ お よ びＩ ｏ Ｔ （ 全て の モ ノが イ ン タ ーネ ッ ト でつ な が る こと ） によ

り 、情 報の 需 給 関係 では 、圧倒 的 に 供給 側 が 多 く なる 可 能 性 を指 摘 す る。

そ の 際 、 処理 し や す い「 構 造 化デ ー タ 」 と処 理 し にく い 「 非 構造 化 デー

タ 」 が あ り、 Ａ Ｉ の 必要 性 を 説く 。 イ ノ ベー シ ョ ンの 観 点 か らＡ Ｉ が望

ま れ る が 、労 働 や 商 品の 需 給 関係 の 観 点 から は ポ ジテ ィ ブ 面 だけ で なく

ネ ガ テ ィ ブ面 も あ る こと を 指 摘す る 。  

 こ の よ うに 、 Ａ Ｉ の出 現 と 、ビ ッ グ デ ータ ・ Ｉ ｏＴ の 出 現 が時 を 同じ

く し て お り、 こ の ３ 者が た が いに か ら み あっ て 発 展す る こ と から 、 次の

第 ６ 章 ・ 第７ 章 で は 、そ れ ら の間 の 関 係 に焦 点 を あて る 。  

 第 ６ 章 では 、 ビ ッ グデ ー タ が、 単 に 量 が巨 大 な だけ で な く 、質 的 に多

様 な も の を含 む 点 を 指摘 し 、業 務シ ス テ ム 、Ｗ ｅ ｂ サー ビ ス 、セン サ ー、

パ ー ソ ナ ルメ デ ィ ア 、ソ ー シ ャル メ デ ィ ア、 統 計 ・調 査 な ど 多様 な もの

か ら な る こと を 示 す 。構 造 化 デー タ だ け でな く 非 構造 化 デ ー タに 対 応す

る こ と の 必要 性 、そ れに Ａ Ｉ が活 用 で き るよ う に なっ て き て いる も の の、

デ ー タ を 整え る 「 デ ータ ク レ ンジ ン グ 」 が重 要 に なっ た 点 、 また 、 ビッ

グ デ ー タ の収 集 先 お よび 収 集 法と し て 「 ター ゲ ッ トの 選 定」「取 得 」「 デ

ー タ の 整 理」 の 段 階 があ り 、 ビジ ネ ス 価 値と し て は、 効 率 化 、新 規 サー

ビ ス 、 拡 大、 高 機 能 化の ４ 点 を説 明 す る 。  

 第 ７ 章 では 、 ま ず 、Ｉ ｏ Ｔ に、 消 費 者 向け Ｉ ｏ Ｔ（ 消 費 者 の行 動 ・経

験 を デ ジ タル 化 し 履 歴と し て 残す ） と 、 産業 向 け Ｉｏ Ｔ （ 得 られ た デー

タ を モ ノ 同士 が ネ ッ トワ ー ク 上で 共 有 し あう ） の ２面 が あ る こと を 指摘
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し 、 ① デ ータ 取 得 、 ②デ ー タ やり と り の ため の 通 信手 段 の 整 備、 ③ デー

タ 整 理 、 ④Ａ Ｉ に よ る解 析 の ４面 を 中 心 に 説 明 す る。 ② は 人 中心 の 「ラ

イ フ ロ グ 」と モ ノ 中 心の 「 セ ンシ ン グ ロ グ」 に 分 けら れ 、 ③ もＰ Ｏ Ｓ／

顧 客 デ ー タの よ う な 構造 化 デ ータ と 、 ネ ット な い しセ ン サ ー から の 非構

造 化 デ ー に分 け ら れ る。④ も「 ネ ット か らリ ア ル（ Ｇ Ａ ＦＡ など ）」と「リ

ア ル か ら ネッ ト （ 製 造業 ）」に 分 け られ るこ と を 示す 。  

 

 第 Ⅱ 部 の後 半 の ３ つの 章 で は、 実 際 の 、特 に サ ービ ス 業 の 分野 に おい

て、 Ａ Ｉ がど の よ う に威 力 を 発揮 す る の かに つ い て事 例 を 紹 介す る 。  

 ま ず 第 ８章 で は 、 基本 と な るマ ー ケ テ ィン グ の 分野 で Ａ Ｉ がど の よう

に 活 躍 す るの か 、 事 例を 示 す 。特 に マ ー ケテ ィ ン グの 中 で も 複雑 な Ｂｔ

ｏ Ｂ の 、 ①接 触 、 ② 見込 客 の ロイ ヤ リ テ ィを 高 め 、③ ロ イ ヤ リテ ィ の高

ま っ た 顧 客 へ の 訪 問 、④ 商 談成 立 、⑤ 商 談 数の 上 昇 とい う 各 段 階で 考 え、

昔 に く ら べて 顧 客 自 身は Ｗ ｅ ｂ上 で 判 断 する た め 、テ レ コ ー ルが 不 可能

に な っ て きて い る 現 状を 説 明 する 。 実 際 の企 業 の 例で 、 Ａ Ｉ を導 入 する

こ と に よ り商 談 数 が 飛 躍 的 に 増加 、 経 験 のあ る ベ テラ ン よ り ＡＩ を 使う

新 人 が 勝 った こ と を 示す 。  

 第 ９ 章 は、 も と も と学 習 塾 のＩ Ｔ 部 門 から 独 立 した 企 業 の 立場 か らの

教 育 ビ ジ ネス へ の 応 用を 紹 介 する 。 ま ず 現在 の 教 育事 業 に お ける Ｉ ＣＴ

化 と し て 、採 点 の デ ジタ ル 化 ・ ネ ッ ト 化 にＡ Ｉ が 入る こ と に より 、 採点

効 率 を 上 げる こ と が 期待 で き る。 添 削 も 同様 で あ る。 テ ス ト の点 数 と答

案 内 容 自 身の 関 係 性 の分 析 や 、単 元 別 理 解・ 模 試 成績 か ら 合 否判 定 をす

る こ と に もＡ Ｉ が 応 用で き る 。著 作 権 処 理、 テ キ スト 作 成 、 教材 デ ータ

ベ ー ス や デジ タ ル 教 材に も 有 効 で 、 さ ら に遠 隔 授 業や 保 護 者 との コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン へ の 応 用を 示 し た。  

 第 １ ０ 章は 、 Ｉ Ｔ 技術 の 進 展に よ る ク ラウ ド フ ァン デ ィ ン グの 展 開に

つ い て 説 明す る 。 も とも と 広 く資 金 を 集 める こ と はあ っ た が 、Ｉ Ｔ を活

用 す る こ とに よ り 、 マッ チ ン グ・ 取 引 費 用が ゼ ロ に近 づ き 一 気に 普 及し

た 。 金 銭 的見 返 り の ない 寄 付 型、 モ ノ の 見返 り の ある 購 入 型 、金 銭 的見

返 り の あ る貸 付 型 ・ ファ ン ド 型・ 株 式 型 の５ 種 類 があ る 。 事 業者 か らみ



日本評論社『ＡＩと社会・経済・ビジネスのデザイン（都市経営研究叢書３）』はじめに 

る メ リ ッ トと し て 、 返済 を 必 要と し な い 資金 の 可 能性 、 プ レ マー ケ ティ

ン グ （ プ ロモ ー シ ョ ン） が で きて し ま う こと 、 小 さく 始 め ら れる 、 失敗

し て も よ い、 他 の 可 能性 を 開 く、 な ど の 点を 示 す 。  

 

   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

 

 第 Ⅲ 部「 Ａ Ｉ の 社 会・経 済 学 」で は 、よ り 広 く 、社 会 経 済 一 般 へ の 応

用 の 広 が り を 検 討 し 、Ａ Ｉ で な け れ ば な し え な い 効 果 と 、今 後 の 社 会 生

活 に 与 え る 長 期 的 な 展 望 を 論 じ よ う と す る 。と こ ろ で 、Ａ Ｉ 、特 に 第 ３

次 ブ ー ム に お け る Ａ Ｉ の 展 開 は 、典 型 的 な イ ノ ベ ー シ ョ ン の 連 続 で あ り 、

独 創 的 ア イ デ ア が 集 中 的 に 投 入 さ れ た 結 果 生 み 出 さ れ た も の で あ る 。こ

の Ａ Ｉ の も つ 、こ れ ま で に な い 新 規 性 が 、実 は 今 後 の 応 用 可 能 性 と そ の

対 応 で 重 要 な 意 味 を も っ て お り 、特 に 一 般 に お い て 理 解 し に く い と こ ろ

だ と お も わ れ る の で 、ま ず 、Ａ Ｉ そ の も の の デ ザ イ ン に 秘 め ら れ た 意 味

に つ い て 説 明 す る 。  

 第 １ １ 章の Ａ Ｉ の 発展 と 課 題 の 総 括 で は、 Ａ Ｉ を理 解 す る 上で 、 ルー

ル ベ ー ス の計 算 機 で ある 第 ２ 次ブ ー ム の ＡＩ と 、 ニュ ー ラ ル ネッ ト にも

と づ く 第 ３次 ブ ー ム のＡ Ｉ の 間の 断 絶 が 非常 に 大 事で あ る こ とを 示 す。

両 者 で 考 え方 が １ ８ ０度 転 換 した と い っ ても よ い 点は 、 生 物 、特 に 人間

の 脳 を 真 似た ニ ュ ー ラル ネ ッ トと い う 点 、教 え 込 むの で は な く自 分 で学

習 す る「マ シ ンラ ー ニン グ 」、ニュ ー ラ ルネ ッ ト を深 く す る「デ ィ ープ ラ

ー ニ ン グ 」で あ る 。 ニュ ー ラ ルネ ッ ト に より 、 学 習が 可 能 と な り 、 厳格

な 論 理 を 放棄 し 確 率 的 判 断 と なり 、 は る かに 良 い 確率 で 複 雑 に予 測 する

が 、判 断の 説 明 の根 拠が 難 し く な る と い う、人 間の 脳 と 同じ 長短 を も つ。  

 第 １ ２ 章で は 、 こ のよ う な ＡＩ の 独 自 の性 格 を ふま え て 社 会 へ の 応用

の可 能 性 を概 観 す る 。ま ず 「 エラ ー 率 の 低下 」「時 間 的 余裕 の存 在 」「 フ

ォ ロ ー の 存在 」 の ３ 条件 が あ れば 応 用 が 進む こ と を示 す 。 こ の点 か らな

ぜ 自 動 運 転だ け 難 し いの か 説 明す る が 、 自動 運 転 導入 問 題 自 身は マ ーケ

テ ィ ン グ の観 点 か ら みれ ば 容 易で あ り 、 自動 運 転 およ び 再 生 可能 エ ネル

ギ ー を 中 核と し た 「 スマ ー ト シテ ィ 」 と 「植 物 工 場 」 の 技 術 は、 こ れか
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ら の 高 齢 化社 会 と 日 本の 産 業 再生 に お い て 決 定 的 重要 性 を も つこ と を示

す 。 イ ノ ベー シ ョ ン とサ ス テ ィナ ビ リ テ ィ の ２ 概 念 が 未 来 を 開く と いえ

る。  

 

   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

 

 以 上 本 書は 、 あ え て今 、 屋 上屋 を か す 研究 書 と して 、  

 （ １ ） ＡＩ の 背 後 にあ る 歴 史・ 原 理 ・ 特性 ・ 意 味に つ い て 再考 し 、そ

れに 基 づ いて 、  

 （ ２ ） ＡＩ の 原 理 、Ａ Ｉ は なぜ 動 く の か、 ど の よう な 応 用 に向 い てい

るの か を 理解 し 、  

 （ ３ ）そ して 、Ａ Ｉ に関 す る ビジ ネ ス と 政策 上 の 知見 を 獲 得 する こ と、

ＡＩ 技 術 の進 展 と そ の応 用 と して の ビ ジ ネス 化 （ Ｉｏ Ｔ 、 マー

ケテ ィ ン グ、サー ビ ス業 等 ）、ＡＩ が 社 会に も た らす 変 革・イン

パク ト （ スマ ー ト シ ティ 、 自 動工 場 の 可 能性 な ど ）に つ い て認

識す る こ と、  

な ど を 目 指し 、 こ れ から Ａ Ｉ を学 び 、 基 礎と 応 用 を研 究 し す るす べ ての

学 徒 、 あ るい は 自 己 のビ ジ ネ スや 政 策 に 役立 て よ うと す る 実 務家 、 行政

マ ン 、 ビ ジネ ス マ ン 、あ る い はこ れ か ら のＡ Ｉ の 社会 経 済 へ の影 響 を論

じ よ う と する 研 究 者 の方 々 に とっ て 役 立 つこ と を 希望 し て 、 はじ め の言

葉 と し た い。  

 

                村 上  憲 郎  

                服 部  桂  

                近  勝彦  

                小 長 谷  一 之  

 

 

 


